
儕儐儐儐儐儐儐

儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐

儕儐儐儐儐儐儐儐儐

儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐

顔
見
せ
も
兼
ね
て
訪
問
を
推
進

し
た
」
と
説
明
事
務
局
は｢

ま

だ
40
～
50
社
コ
ン
タ
ク
ト
を
取

っ
て
い
な
い
の
で
、
届
け
出
率

は
今
後
も
伸
び
る
の
で
は
な
い

か
。
現
在
の
届
け
出
率
は
関
東

で
み
る
と
高
め
だ
が
、
全
国
的

に
は
１
０
０
％
を
達
成
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
１
社
で
も

多
く
届
け
出
て
も
ら
え
る
よ
う

ア
プ
ロ
ー
チ
を
続
け
た
い
」
と

展
望
を
語
っ
た
。（

伊
代
野
輝
）

そ
の
結
果
、
９
月
末
時
点
で

の
届
け
出
数
は
１
６
４
社
だ
っ

た
が
、
10
月
以
降
は
３
１
４
社

が
届
け
出
を
行
い
、
11
月
25
日

時
点
で
の
届
け
出
数
は
計
４
７

８
社
と
な
っ
た
。
届
け
出
率
で

み
る
と
79
・
７
％
と
な
っ
て
い

る
。石

塚
氏
は
「
就
任
時
に
届
け

出
率
７
割
を
目
標
に
掲
げ
て
活

動
し
て
き
た
。
事
務
局
の
皆
さ

ん
に
は
、
事
業
者
に
出
向
く
こ

と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
話
し
、

社
と
な
る
。
こ
の
６
０
０
社
に

対
し
て
事
務
局
が
ア
プ
ロ
ー

チ
。
連
絡
の
上
、
個
別
に
訪
問

し
、
標
準
的
な
運
賃
に
つ
い
て

説
明
し
た
り
、
希
望
者
に
は
資

料
作
成
や
運
輸
支
局
へ
の
提
出

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
。

す
る
な
ど
、
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト

が
奏
功
。
今
後
も
届
け
出
率
ア

ッ
プ
に
向
け
て
活
動
を
続
け

る
。栃

ト
協
の
会
員
事
業
者
の
う

ち
県
外
に
本
社
が
あ
る
企
業


霊
柩
事
業
者
を
除
く
と
６
０
０

【
栃
木
】
栃
木
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
（
石
塚
安
民
会
長
）
は
11

月
29
日
の
理
事
会
で
、
会
員
事

業
者
の
標
準
的
な
運
賃
の
届
け

出
率
が
８
割
ほ
ど
と
な
っ
た
こ

と
を
報
告
し
た
。
事
務
局
職
員

が
会
員
事
業
者
を
個
別
に
訪
問

ら
、
埼
玉
県
内
で
は
特
に
高
齢

者
が
多
く
亡
く
な
っ
て
い
る
、

と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

五
十
嵐
氏
は
「
陸
運
業
の
労

働
災
害
の
動
向
と
荷
役
災
害
防

止
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し

て
講
義
。
保
護
帽
、
昇
降
設
備

の
使
用
や
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

な
ど
作
業
開
始
前
点
検
の
大
切

さ
を
呼
び
掛
け
た
。
ま
た
、
人

力
で
荷
役
作
業
を
行
う
時
は
、

腰
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
体
重

の
40
％
以
下
の
重
量
（
女
性
は

男
性
の
60
％
ま
で
）
に
す
る
べ

き
と
し
た
。

中
島
会
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
は
新
た
に
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
が
確
認
さ
れ
、
警
戒
が
必

要
だ
が
止
ま
な
い
雨
は
な
い


知
恵
を
出
し
合
い
、
乗
り
越
え

て
い
け
れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ
。

最
後
は
関
口
修
副
会
長
が
宣
言

と
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
読
み
上
げ

た
。
本
来
は
全
員
で
唱
和
す
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
今
回

は
控
え
た
。

（
辻
本
亮
平
）

巳
交
通
課
長
、
陸
災
防
埼
玉
県

支
部
の
五
十
嵐
力
・
安
全
衛
生

管
理
員
を
招
い
た
。

松
本
氏
は
「
労
働
災
害
の
防

止
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ
の
発
生

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
分
析
。
小
暮
氏

は
「
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防

止
」
に
つ
い
て
、
直
近
の
交
通

死
亡
事
故
統
計
を
参
照
し
な
が

【
埼
玉
】
川
越
監
督
署
管
内

陸
災
防
協
議
会
（
中
島
健
児
会

長
）
は
３
日
、
「
向
き
合
お
う

！

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康

管
理
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
交

通
・
労
働
災
害
事
故
防
止
大
会

を
開
い
た
。
講
師
に
は
、
川
越

労
基
署
の
松
本
皇
紀
安
全
衛
生

課
長
、
川
越
警
察
署
の
小
暮
尚

ク
と
連
携
す
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
内
に

会
場
を
設
営
し
、
求
職
者
の
紹

介
を
受
け
な
が
ら
面
接
を
行
っ

て
い
る
。

開
催
前
の
あ
い
さ
つ
で
、
物

流
業
界
説
明
会
実
行
委
員
会
の

亀
田
康
一
委
員
長
は
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は

落
ち
着
い
て
い
る
が
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
（
社
会
的

距
離
）
を
確
保
し
た
上
で
面
接

し
て
欲
し
い
。
感
染
拡
大
で
休

業
し
て
い
た
企
業
が
多
か
っ
た

が
、
経
済
活
動
も
回
復
し
つ
つ

あ
る
。
人
手
不
足
に
負
け
な
い

よ
う
、
採
用
に
つ
な
げ
て
欲
し

い
」
と
述
べ
た
。(

佐
々
木
健)

険
性
に
思
い
至
る
こ
と
な
く
、

自
分
の
技
量
に
慢
心
し
て
車
を

走
ら
せ
る
こ
と
だ
。
自
分
の
運

転
に
不
安
を
感
じ
る
ド
ラ

イ
バ
ー
こ
そ
、
良
い
ド
ラ

イ
バ
ー
に
な
れ
る
一
番
の

素
質
と
言
え
る
」
と
説
明

し
た
。

同
支
部
は
就
職
あ
り
き

の
面
接
会
で
は
な
く
｢

ト

ラ
ッ
ク
運
送
を
知
っ
て
も

ら
う
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
で
業
界
説
明
・
面
接
会

を
定
期
的
に
開
催
し
て
い

る
。
地
元
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ー
（
宇
都
宮
市
）
の
臼
井
稔
清

社
長
が
講
演
し
、
「
一
番
危
な

い
運
転
は
、
車
を
走
ら
せ
る
危

部
長
）
は
11
月
30
日
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
立
川
で
物
流
業
界
説
明

・
面
接
会
を
開
催
し
た
。
多
摩

地
区
に
あ
る
６
カ
所
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）

が
共
催
し
、
会
員
事
業
所
13
社

が
ブ
ー
ス
を
設
け
た
。
今
回
は

55
人
の
求
職
者
が
来
場
。
物
流

業
界
の
社
会
的
意
義
や
業
務
内

容
の
説
明
を
受
け
た
後
、
参
加

企
業
が
設
け
た
ブ
ー
ス
で
面
接

を
受
け
た
。

説
明
会
は
第
１
部
で
、
運
送

業
界
の
働
き
方
や
災
害
時
に
果

た
し
た
役
割
な
ど
を
紹
介
。
第

２
部
は
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け

の
運
転
で
の
心
構
え
に
つ
い

て
、
と
ち
ぎ
安
全
教
育
セ
ン
タ

【
東
京
】
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク

協
会
多
摩
支
部
（
笠
原
史
久
支

社
長
、
杉
戸
町)

▽
Ｋ
Ｒ
Ｆ(

况

莉
媛
社
長
、
富
士
見
市
）

（
辻
本
亮
平
）

保
紀
美
社
長
、
行
田
市
）
▽
ス

リ
ー
エ
ス
ラ
イ
ン
流
通
（
堀
端

鋭
哉
社
長
、
加
須
市
）
▽
イ
ズ

ミ
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
（
田
口
智
一

団
体
１
３
３
者
を
発
表
し
、
こ

の
う
ち
物
流
関
係
は
７
社
だ
っ

た
。「

埼
玉
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を
推

進
す
る
中
で
、
取
り
組
み
を
加

速
さ
せ
る
た
め
、
民
間
か
ら
取

り
組
み
を
宣
言
す
る
企
業
・
団

体
を
募
っ
て
い
る
。
第
３
期
分

ま
で
を
合
わ
せ
、
今
回
の
登
録

で
計
４
４
８
者
が
登
録
し
た
。

第
４
期
の
物
流
関
係
の
登
録

企
業
は
次
の
各
社
。

新
郷
運
輸(

赤
城
義
隆
社
長


川
口
市
）
▽
金
子
商
事
（
金
子

昭
雄
社
長
、
久
喜
市
）
▽
ア
ジ

ェ
ク
ト
（
青
木
浩
二
社
長
、
戸

田
市
）
▽
武
蔵
野
物
流
（
丑
久

続
可
能
な
開
発
目
標
）
パ
ー
ト

ナ
ー
」
の
第
４
期
登
録
企
業
・

【
埼
玉
】
埼
玉
県
は
11
月
30

日
付
で｢

埼
玉
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ(

持

下
げ
る
こ
と
な
く
人
材
離
れ
を

防
い
だ
。
こ
れ
が
奏
功
し
て
宮

城
に
進
出
で
き
た
。
今
後
の
コ

ロ
ナ
の
状
況
や
物
量
変
動
を
注

視
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

で
宮
城
県
に
進
出
し
た
。

原
田
社
長
は
「
緊
急
事
態
宣

言
や
半
導
体
不
足
で
自
動
車
の

生
産
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
際
、
当

社
で
は
試
作
車
の
輸
送
業
務
に

シ
フ
ト
し
て
影
響
を
最
小
限
に

抑
え
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
給
与
を

域
で
の
物
量
の
増
加
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。

し
か
し
、
緊
急
事
態
宣
言
に

伴
う
工
場
の
生
産
中
止
や
半
導

体
不
足
な
ど
で
運
送
需
要
が
一

時
低
迷
し
た
際
、
減
車
し
た
り

ド
ラ
イ
バ
ー
の
給
与
体
系
を
見

直
す
な
ど
し
た
り
し
た
運
送
事

業
者
が
少
な
く
な
く
、
ト
ラ
ッ

ク
不
足
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
の

状
態
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
で
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど

の
展
示
会
が
相
次
い
で
中
止
さ

れ
た
た
め
、
試
作
車
や
展
示
用

車
両
の
輸
送
需
要
が
減
り
、
こ

う
し
た
車
両
の
輸
送
を
担
う
事

業
者
も
減
っ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
同
社
で
は
需
要
を
見
込
ん

を
集
荷
し
、
大
手
物
流
会
社
の

倉
庫
へ
運
ぶ
共
同
輸
送
業
務
を

１
日
３
便
体
制
で
行
う
ま
た


超
低
床
専
用
パ
ワ
ー
ゲ
ー
ト
車

に
よ
る
試
作
車
、
展
示
用
自
動

車
の
運
搬
も
得
意
と
す
る
こ
と

か
ら
、
試
作
車
や
展
示
用
車
両

の
輸
送
業
務
受
託
も
見
込
む
。

更
に
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
敷
地

内
に
倉
庫
を
建
設
す
る
こ
と
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
。

主
要
荷
主
の
小
型
車
専
門
メ

ー
カ
ー
は
、
静
岡
県
裾
野
市
に

あ
っ
た
工
場
を
２
０
２
０
年
に

閉
鎖
し
、
製
造
ラ
イ
ン
を
宮
城

県
と
岩
手
県
に
移
転
。
関
連
す

る
部
品
メ
ー
カ
ー
、
開
発
会
社

な
ど
も
宮
城
県
内
に
拠
点
を
移

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地

い
る
。

敷
地
面
積
は
２
千
平
方
㍍

で
事
務
所
と
駐
車
場
を
設
け


大
型
車
４
台
、
４
㌧
車
１
台
を

常
備
。
物
量
が
増
え
れ
ば
増
車

も
検
討
す
る
。

周
辺
の
自
動
車
関
連
産
業
の

拠
点
で
生
産
さ
れ
た
部
品
な
ど

東
北
自
動
車
道
・
大
和
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
か
ら

１
㌔
ほ
ど
の
工
業
団
地
内
に
立

地
。
同
社
の
主
要
荷
主
で
あ
る

小
型
車
専
門
メ
ー
カ
ー
の
本
社

工
場
に
近
く
、
周
辺
に
は
関
連

す
る
部
品
メ
ー
カ
ー
、
開
発
会

社
な
ど
１
５
０
社
が
集
積
し
て

の
洪
水
時
で
の
浸
水
リ
ス
ク
」

な
ど
の
早
期
検
討
課
題
に
つ
い

て
事
務
局
か
ら
報
告
が
あ
っ

た
。委

員
か
ら
は
「
支
援
す
る
側

だ
け
で
な
く
、
支
援
を
受
け
る

側
も
事
前
準
備
が
大
切
に
な

る
」
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
更

に
「
災
害
時
は
む
や
み
に
車
両

を
出
す
と
渋
滞
に
つ
な
が
る
ケ

ー
ス
も
あ
る
」
と
い
っ
た
意
見

が
出
る
一
方
で
、
「
運
送
業
は

被
災
者
か
ら
感
謝
さ
れ
る
時
に

存
在
価
値
を
感
じ
る
」
と
す
る

声
も
あ
っ
た
。

全
国
と
の
通
信
手
段
の
強
化

策
と
し
て
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｗ

Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
」
を
導
入
。
22
年
２

月
か
ら
３
月
ご
ろ
に
か
け
て
開

く
各
支
部
で
の
第
２
回
委
員
会

の
席
上
、
各
委
員
の
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
導
入

し
操
作
体
験
を
行
う
予
定
だ


（
谷
本
博
）

７
月
に
Ａ
Ｚ
－
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ネ
ッ
ト

と
会
員
の
丸
や
運
送
（
佐
藤
仁

社
長
、
福
島
県
二
本
松
市
）
、

地
元
自
治
体
の
二
本
松
市
が
締

結
し
た
３
者
協
定
を
理
想
と
し

て
、
全
国
に
水
平
展
開
し
て
い

く
。「

Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
な
く
、
事
業
化
す
る
こ
と
で

継
続
可
能
と
な
る
」
と
し
て
、

「
必
要
な
物
を
必
要
と
し
て
い

る
場
所
に
届
け
る
こ
と
が
で
き

る
災
害
時
の
３
Ｐ
Ｌ
（
サ
ー
ド

パ
ー
テ
ィ
ー
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
）
を
確
立
す
る
」
こ
と
を
前

提
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
で
合

意
。関

東
地
区
で
想
定
さ
れ
る
危

機
事
象
と
し
て
、
首
都
直
下
地

震
で
は
「
東
日
本
大
震
災
の
10

倍
規
模
の
避
難
者
が
想
定
さ
れ

る
」
こ
と
を
指
摘
。
ま
た
｢

江

東
区
、
墨
田
区
、
江
戸
川
区
、

葛
飾
区
な
ど
海
抜
ゼ
ロ
㍍
地
帯

の
岩
崎
哲
律
取
締
役
執
行
役

員
、
ア
ズ
コ
ム
デ
ー
タ
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
（
埼
玉
県
秩
父
市
）
の

飯
塚
雅
之
社
長
、
Ｎ
Ｔ
Ｓ
ロ
ジ

（
東
京
都
東
久
留
米
市
）
の
笠

原
史
久
社
長
が
就
い
た
。

丸
和
運
輸
機
関
は
阪
神
・
淡

路
大
震
災
を
は
じ
め
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
大
規
模
災
害
時
な
ど

に
独
自
に
支
援
活
動
を
行
っ
て

き
た
が
、
「
１
社
単
独
で
は
限

界
が
あ
る
」
と
し
て
、
Ａ
Ｚ
－

Ｃ
Ｏ
Ｍ
ネ
ッ
ト
会
員
に
広
く
Ｂ

Ｃ
Ｐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
画

を
呼
び
掛
け
る
。
２
０
２
０
年

で
相
次
い
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継

続
計
画
）
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
お
り
、
11
月
30
日
に
最
後
の

ブ
ロ
ッ
ク
と
な
る
関
東
支
部
が

初
会
合
を
開
い
た
＝
写
真
。
新

潟
、
長
野
の
両
県

を
含
め
た
１
都
９

県
か
ら
17
社
が
メ

ン
バ
ー
と
し
て
参

画
。
今
後
は
、
実

務
者
レ
ベ
ル
の
会

合
も
交
え
な
が

ら
、
年
に
２
回
程

度
開
催
す
る
。

委
員
長
に
は
、

丸
和
運
輸
機
関
取

締
役
執
行
役
員

で
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
物
流

支
援
企
画
部
長
を

兼
務
す
る
小
倉
友

紀
・
３
Ｐ
Ｌ
物
流

統
括
本
部
長
が
就

任
。
副
委
員
長
に

は
丸
和
運
輸
機
関

【
埼
玉
】
Ａ
Ｚ
－
Ｃ
Ｏ
Ｍ
丸

和
・
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ａ

Ｚ
－
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ネ
ッ
ト
、
和
佐
見

勝
理
事
長
）
は
今
秋
、
北
海
道

を
皮
切
り
に
全
国
６
ブ
ロ
ッ
ク

ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
培
い
、
輸
送
と

倉
庫
の
両
面
を
手
掛
け
ら
れ
る

体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

他
方
で
、
輸
送
業
で
も
新
し

い
展
開
を
迎
え
る
。
22
年
の
中

頃
～
後
半
、
三
重
県
に
営
業
所

を
新
設
、
車
両
５
台
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
計
画
だ
。
大
手
厨
房

機
器
メ
ー
カ
ー
の
輸
送
業
務

で
、
対
応
で
き
る
エ
リ
ア
を
広

げ
、
培
っ
て
き
た
技
術
を
生
か

す
。

（
辻
本
亮
平
）

メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
ま
た
、
会

社
と
し
て
、
輸
送
の
他
に
も
事

業
の
柱
が
あ
れ
ば
、
従
業
員
の

そ
の
時
々
の
都
合
に
応
じ
、
仕

事
を
任
せ
ら
れ
る
」
と
説
明
す

る
。同

社
は
熊
谷
市
に
３
拠
点
、

行
田
市
に
４
拠
点
を
持
ち
、
新

倉
庫
は
８
拠
点
目
。
Ｂ
棟
も
完

工
す
れ
ば
、
自
社
最
大
級
と
な

る
。
先
代
社
長
の
故
井
上
要
氏

が
行
田
市
に
自
社
初
の
倉
庫
を

竣
工
し
た
２
０
０
０
年
６
月
か

は
、
価
格
面
で
の
競
争
力
に
も

つ
な
が
る
。
先
行
し
て
い
る
２

棟
は
、
作
業
料
や
輸
送
料
を
除

い
た
倉
庫
と
し
て
の
収
入
だ
け

で
年
間
約
６
７
０
０
万
円
以
上

を
見
込
む
。

更
に
、
次
世
代
も
見
据
え
た

投
資
と
考
え
る
。
社
員
の
平
均

年
齢
が
30
代
と
比
較
的
若
く
、

20
代
も
少
な
く
な
い
。
直
也
氏

は
「
倉
庫
を
使
っ
た
物
流
業
は

収
入
が
安
定
す
る
。
輸
送
と
セ

ッ
ト
で
業
務
を
手
掛
け
ら
れ
る

「
Ｂ
棟
」
は
今
後
、
時
期
を
み

て
建
設
計
画
を
進
め
る
。
い
ず

れ
も
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置

し
、
必
要
な
電
力
を
賄
う
。

拠
点
集
約
で
は

な
く
、
新
規
業
務

で
使
う
。
幅
広
い

業
務
に
対
応
す
る

が
、
ま
ず
重
量
の

あ
る
機
械
類
や
、

梱
包
材
な
ど
の
物

流
業
務
で
活
用
。

天
井
ク
レ
ー
ン
を

備
え
る
倉
庫
は
、

熊
谷
エ
リ
ア
で
は

珍
し
い
と
い
う
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
で

電
力
を
賄
え
る
点

は
倉
庫
面
積
１
８
７
０
平
方
㍍

で
、
事
務
所
や
休
憩
ス
ペ
ー
ス

を
併
設
。
と
も
に
11
月
ま
で
に

完
成
し
順
次
稼
働
し
て
い
る


【
埼
玉
】
井
上
運
送
（
井
上

浩
社
長
、
埼
玉
県
熊
谷
市
）
は

熊
谷
市
の
元
荒
川
通
り
沿
い
で

倉
庫
を
建
設
し
て
い
る
。
同
社

に
と
っ
て
８
拠
点
目
で
、
計
３

棟
を
計
画
。
２
棟
が
既
に
完
工

し
、
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て

順
次
稼
働
し
て
い
る
。
い
ず
れ

も
新
規
業
務
で
自
社
使
い
す
る

方
針
で
井
上
直
也
専
務
は｢

社

員
の
平
均
年
齢
が
30
代
と
若

く
、
20
代
も
多
く
い
る
。
次
世

代
も
見
据
え
て
活
用
し
て
い
き

た
い
」
と
話
す
。

新
し
く
取
得
し
た
土
地
に
、

計
３
棟
を
計
画
。
「
Ａ
棟
」
は

倉
庫
面
積
１
４
５
０
平
方
㍍

で
、
ホ
イ
ス
ト
式
天
井
ク
レ
ー

ン
を
２
基
備
え
る
。
「
Ｃ
棟
」

（
面
担

明
石
衛
）

や
高
齢
化
、
環
境
保
全
な
ど
の

課
題
の
ほ
か
、
女
性
で
も
働
き

や
す
い
環
境
整
備
も
推
進
し
た

い
。
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
、
事

務
局
に
は
温
か
く
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
だ
さ
り
感
謝
し
て
い
る
」

と
話
す
。

こ
れ
ま
で
開
催
し
た
研
修
会

で
は
、
標
準
的
な
運
賃
や
東
ト

協
の
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
（
Ｇ
Ｅ
Ｐ
）
な
ど
を
テ

ー
マ
に
設
定
。
Ｇ
Ｅ
Ｐ
の
取
り

組
み
は
研
修
会
に
先
立
つ
７
月

に
自
社
で
も
始
め
た
。
来
年
２

月
に
は
運
行
管
理
者
や
教
育
担

当
者
ら
を
対
象
と
し
た
研
修
会

の
開
催
を
考
え
て
い
る
。

（
高
橋
朋
宏
）

決
め
た
大
高
支
部
長
か
ら
は
、

新
人
経
営
者
と
し
て
分
か
ら
な

い
こ
と
、
知
り
た
い
こ
と
を
率

直
に
研
修
の
テ
ー
マ
と
し
て
欲

し
い
、
と
言
わ
れ
た
。
男
性
中

心
の
業
界
に
あ
っ
て
、
男
女
の

別
な
く
活
躍
で
き
る
業
界
に
変

え
て
欲
し
い
と
い
う
、
杉
並
支

部
の
皆
の
思
い
も
あ
っ
て
、
女

性
を
委
員
長
に
就
け
た
の
だ
と

も
感
じ
て
い
る
」
と
認
識
。

ま
た
、
「
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

営
者
と
し
て
手
を
挙
げ
た
際
に

も
歓
迎
さ
れ
た
。

絵
美
氏
は
「
小
さ
な
頃
に
遊

ん
で
も
ら
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
も

い
て
、
と
て
も
や
り
や
す
い
環

境
。
経
営
と
現
場
の
距
離
が
近

い
会
社
に
し
た
い
」
と
意
気
込

む
。21

年
６
月
に
は
東
京
都
ト
ラ

ッ
ク
協
会
杉
並
支
部
（
大
高
一

義
支
部
長
）
に
初
め
て
設
置
さ

れ
た
教
育
研
修
委
員
会
の
初
代

委
員
長
に
抜
て
き
さ
れ
た
。

絵
美
氏
は
「
新
人
経
営
者
だ

か
ら
こ
そ
選
ば
れ
た
。
人
事
を

ー
射
撃
協
会
会
長
な
ど
を
歴

任
。
今
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
聖

火
ラ
ン
ナ
ー
を
務
め
る
な
ど
健

在
だ
。

哲
次
郎
氏

の
初
孫
だ
っ

た
絵
美
氏
は

小
さ
な
頃
か

ら
車
庫
で
遊

ぶ
な
ど
し
て

い
て
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
半

数
ほ
ど
が
顔

な
じ
み
。
経

ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
１

９
８
４
年
）
に
ク
レ
ー
射
撃
の

選
手
と
し
て
出
場
し
、
引
退
後

は
日
本
代
表
監
督
や
日
本
ク
レ

【
東
京
】
井
荻
運
送
（
東
京

都
杉
並
区
）
の
井
口
絵
美
取
締

役
（
33
）
は
、
前
社
長
だ
っ
た

叔
父
の
急
逝
に
伴
い
２
０
２
０

年
７
月
、
ア
パ
レ
ル
業
界
か
ら

転
身
し
、
取
締
役
業
務
統
括
部

長
に
就
い
た
。
後
見
と
し
て
、

創
業
者
で
祖
父
で
も
あ
る
哲
次

郎
氏
（
94
）
が
社
長
に
再
び
就

任
。
絵
美
氏
が
幼
少
の
頃
か
ら

知
っ
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
も
多

く
、
一
丸
と
な
っ
て
よ
り
良
い

会
社
、
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
い
る
。

同
社
の
従
業
員
は
12
人
で
、

区
の
配
送
業
務
や
食
品
配
送
が

主
な
事
業
。

哲
次
郎
氏
は
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
（
１
９
６
４
年
）
、
ロ
サ

現
場
と
の
距
離

近
い
会
社
に

井荻運送取締役

井口 絵美氏

アパレル業界から転身

ブ
ー
ス
で
説
明
を
聞
く

求
職
者

天
井
ク
レ
ー
ン

２
基
を
備
え
る

「
Ａ
棟
」

周辺には自動車関連産業150社が集積

【
神
奈
川
】
原
田
運
送
（
原
田
大
志
社
長
、

神
奈
川
県
横
須
賀
市
）
は
、
宮
城
営
業
所
（
宮

城
県
大
和
町
）
を
11
月
に
開
設
し
、
12
月
か
ら

本
格
稼
働
さ
せ
て
い
る
。
周
辺
に
集
積
す
る
自

動
車
部
品
工
場
の
共
同
物
流
の
ほ
か
、
試
作
車

輸
送
や
倉
庫
業
務
な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
業
容

拡
大
を
図
る
。

（
吉
田
英
行
）

機械類や梱包材取り扱い

井
上
運
送

１
日
３
便
体
制

車
部
品
の
共
同
物
流

原田運送倉
庫
建
設
を
視
野

／／

埼
玉
県
／

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー

物
流
関
係
７
社
登
録

Ａ
Ｚ
－
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ネ
ッ
ト
関
東
支
部

Ｂ
Ｃ
Ｐ
委
が
初
会
合

17
社
参
画

首
都
直
下
地
震
の
課
題
検
討

栃ト協

標
準
的
な
運
賃

届
出
率
８
割
に

業界説明･面接会業界説明･面接会

会員13社がブース
東ト協多摩支部

川 越
陸災防

労
災
事
故
防
止
大
会

心
と
体
の
健
康
管
理
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